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オスナブルック大学に留学して

1オスナブルック

2006年6月11日から1年間の予定で､ドイツ･オス

ナプ1日ッタ東学･生化学研究室　建iochemistTy

Section at the Department of Biology in

OsnabT&k Uni開TSi辱)に留学しているo

オスナブJLIツタ(OsnabrGck)は､ドイツ北西部

ニーダーザクセン州の代表的な都市であり､交通の要

に位置している(オスナブjL,ック駅で､ハンブルグー

ケJL/ンとアムステルダム-ベルリンの路線が交差する)｡

16万人はどの人口を有し､これは､同州においては､

州都である-ノーファー､ブラウンシュバイクにつづ

く第三の規模にあたるo中世には司教領として栄え､

1648年､ 30年戦争を終結させた和平会議がまずこの町

で､ついで40キロ娃ど南に位置するミュンスターで開

かれ､ウエストファリア条約が締結されたという歴史

がある｡

現在の街並みは,第二次大戦後再建されたものだが､

それでも､ 12-13世紀頃に立てられた建築が残ってお

り美しい都市でもあるQ

ただし日本ではあまり知られておらず､私も留学が

決まるまで､名前すら聞いたことがなく､日本で探し

たドイツのガイドブックでその名前が出てきたものは

一つだけだった｡
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写真1オスナプル響き中央駅

2　オスナブルック大学

オスナブルック大学は､ 1973年に設立され､現在約

一万人の学生が10の学部で学んでいる.ちなみに､ド

イツでは､全て授業料は無料であったが､今後徐々に

有料とすることが検討され､一部では実施され始めて

いると聞いたo　また､ 6のgraduate eoilegeとPhDプ

ログラムがあり､大学院教育にも力を入れているo

その10の学部の中の一つBiologie/Chemie Deparも-

mentには14のSeetionがあるo私の所属しているBio-

ehemiSもTぎ･ Sectio恥UngeTmann教授の研究室では､

主に酵母の液胞を使屈し,細胞内膜輸送に関する研究

を行なっている¢

写真2　才荒すプ抽習夕東学

妄執の所属する研究室の毒る建物き

急　研究プロジェクト
IIMembrane proteins: Functiona一 dynamics

and coupling J'n chains of reactiont'

このプロジェクトは､ドイツの代表的グラントであ

るDeutsche Forschungsgemeinschafも(DFG)の特

別研究領域助成(Sonderforschungsbereiche)を受

けている｡

DFGは､非営利公益団体であり､予算は経とふど

連邦および州政府から出されているoその研究助成の

額は､一組織が受け取る研究開発費としてはドイツ最

大であるoまた､特別研究領域助成はセンター･オブ･

モクセレンス(Co宅)の形成を狙った制度であり､

助成期間は最太12年と言う最期のものであるo
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オスナブJifツタ東学でのMembrane pTO短inに関す

るプロがェタトでは､生休が周囲の環境を感知し､そ

れに適応するために必要な,膜輸送システムやセンサー

について解明することを目指している｡これらのシス

テムの解明は,基礎的研究として重要であるだけでな

く､疾患の原因解明のような応周的分野にも役立つo

また､この!]サーチ･ダル-プでは､生物学と化学な

ど､他分野との密接な共同研究が行われているo

写真3　研究室

4　ゲスト･ハウス
ttManfred Horstmann JnternationaI Meeting

House''

もうひとっ､現在私が住んでいる大学のゲスト･-

ウスを紹介させていただくことにする｡ 600m2のこの

建物は1911年に建築家Gustav Majewskiにより建て

られた｡その後何度か改修を加えられているようだが､

アールヌーボーの雰闘気は残され､ 1996年から大学の

ゲスト･ハウスとして使用されている｡その名前は､

長くオスナブJt/ック大学の学長であったProf. Dr.

ManfTed HoTStmannからとられたQ iO部屋(合計26

ベッド)からなり､全て家具､キッチン､シャワー等

が完膚されており,大変快適に生活できるQ　きれいな

庭や､ leettiTe hali､その他の会議室なども自由に使

える｡

建物がすぼらしいだけではなく､町の中心や大学の

キャンパスまで全て徒歩圏内と言う便利な環境にあり

ながら､大きな公園や東学の植物園にも近く緑に囲ま
I

れた地域にあるo
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写真4　ゲストハウス

5　最後に

この原稿を書いている現在､オスナブルックでの研

究生活を始めて､早いもので4ヶ月がたとうとしてい

るo同じような実験手技を行っていても,国によって､

あるいは研究室によってなのかもしれないが､いろい

ろな方針の遵いがあり､最初は戸惑うことも多かった

が､大変良い経験をしている凸短い期間で成果を由す

ことの厳しさを感じているが､残りも充実した留学生

活になるようにしたいo
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